
　
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
、
ミ
ズ
ナ

の
生
産
現
場
で
は
こ
れ
ま
で
の
栽
培
管
理
が

通
用
し
な
い
場
面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
特

に
7
〜
9
月
の
出
荷
は
高
温
に
よ
る
生
育
停

滞
、
潅
水
量
の
増
加
に
よ
る
腐
敗
や
店
も
ち

の
低
下
、
連
作
の
影
響
に
よ
る
萎
凋
病
（
萎

黄
病
）
の
発
生
な
ど
に
よ
り
安
定
し
た
栽
培

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
収
穫
・
調
製
作
業
に
時
間
の
か
か

る
軟
弱
野
菜
で
は
、
時
間
当
た
り
に
ど
れ
だ

け
の
束
数
が
で
き
る
か
が
、
出
荷
量
を
決
め

る
重
要
な
要
因
で
す
。
特
に
分
け
つ
（
わ
き

芽
）
が
多
く
発
生
す
る
ミ
ズ
ナ
は
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
に
比
べ
て
収
穫
・
調
製

の
時
間
が
か
か
り
、
作
業
時
間
の
短
縮
は
品

種
を
決
定
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
の
か

か
る
高
温
期
や
低
温
期
で
も
旺
盛
で
安
定
し

て
生
育
し
、
作
業
性
が
高
く
、
萎
凋
病
に
強

い
早
生
品
種
を
目
標
に
育
成
を
進
め
、
主
力

産
地
で
複
数
年
に
わ
た
る
試
作
の
結
果
、
育

種
目
標
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
今

回「
都
む
す
め
」と
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

「
都み

や
こ

む
す
め
」

タキイ茨城研究農場

井
い

手
で

一
かず

夫
お

ミズナ
萎い

凋ち
ょ
う

病
に
強
く
、

生
育
旺
盛
で
収
量
性
と
作
業
性
に
す
ぐ
れ
る
早
生
ミ
ズ
ナ

「都むすめ」栽培メモ

最
適
作
型

冷涼地
３月上旬～９月中旬ま
き→4月下旬～11月上
旬収穫

中間地
暖地

２月上旬～12月下旬ま
き→３月下旬～２月下
旬収穫

耐病性 萎凋病耐病性

肥料の目安
(10a当たり）

元肥　Ｎ：Ｐ：Ｋ＝
10：10：10㎏を基準
夏は２割程度減肥する

播種基準

条間15～20㎝、株間５
～７㎝
夏場は株間７～８㎝と
広めにとり、軟弱徒長
を防ぐ

New

ポイント
生育旺盛で
株張りのよい早生種
収穫・調製作業が容易

萎凋病(萎
い

黄
おう

病)に強い

冷
涼
地

中
間
・
暖
地

温床育苗・ハウス

ハウス

ハウス

ハウス

ハウス
ハウス
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潅
水
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
整
地
を
行
う
数
日

前
に
た
っ
ぷ
り
と
潅
水
し
、
土
壌
の
深

層
に
し
っ
か
り
と
水
分
を
確
保
し
た
状

態
で
整
地
を
行
い
ま
す
。
発
芽
と
初
期

生
育
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
播
種
後
か
ら

生
育
初
期（
条
間
が
ふ
さ
が
る
程
度
）ま

で
は
１
回
の
潅
水
時
間
は
長
め
に
行
い

ま
す
。
高
温
期
は
潅
水
後
、
土
壌
表
面

が
湿
っ
た
状
態
↓
土
壌
表
面
が
乾
い
た

状
態
↓
し
お
れ
始
め
る
ま
で
、
こ
の
サ

イ
ク
ル
が
４
〜
５
日
と
な
る
よ
う
な
潅

水
量
が
目
安
で
す
。

　
生
育
中
期
以
降
は
圃ほ

場
条
件
を
見
て

潅
水
時
間
は
短
め
に
数
回
に
分
け
て
行

い
ま
す
。「
都
む
す
め
」は
伸
長
が
早
く

小
さ
な
分
け
つ
の
発
生
が
少
な
い
品
種

の
た
め
、
特
に
春
や
秋
の
適
温
下
で
中

期
以
降
の
土
壌
水
分
量
が
多
い
と
、
株

が
細
く
仕
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

条
間
が
ふ
さ
が
っ
て
か
ら
の
潅
水
は
、

従
来
品
種
に
比
べ
て
少
な
め
に
行
う
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

高
温
期
の
遮
光
資
材
の

活
用
と
肥
培
設
計

　
生
育
期
間
中
の
遮
光
資
材
は
基
本
的

に
不
要
で
す
が
、
生
育
初
期
の
極
端
な

高
温
乾
燥
は
発
芽
の
不
ぞ
ろ
い
や
生
育

障
害
を
招
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
発
芽
ま
で
を
目
安
に
遮
光
率
の
低
い

資
材（
30
〜
40
％
程
度
）を
か
け
て
地
温

を
抑
制
し
、
過
度
の
乾
燥
を
避
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
直
前
の
高
温
乾

燥
に
よ
り
葉
が
し
お
れ
る
場
合
は
、
遮

光
率
の
高
い
資
材
を
か
け
て
品
質
低
下

を
防
ぎ
ま
す
。

　
「
都
む
す
め
」は
、
高
温
期
の
腐
敗
や

〝
ず
る
け
〞に
は
強
い
品
種
で
す
が
、
発

生
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
2
割
程

度
の
減
肥
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
腐
敗

や
ず
る
け
の
発
生
を
抑
え
る
だ
け
で
な

く
株
が
が
っ
ち
り
仕
上
が
り
、
収
量
面

で
も
向
上
が
図
れ
ま
す
。

土
壌
病
害
の
総
合
的
防
除

　
ミ
ズ
ナ
の
生
産
現
場
で
は
「
都
む
す

め
」
が
耐
病
性
を
も
つ
萎
凋
病
だ
け
で

な
く
、
立た

ち

枯が
れ

病
、
根
こ
ぶ
病
な
ど
ほ
か

の
土
壌
病
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。
土
壌
消
毒
や
圃
場
の
排
水

改
善
、
殺
菌
剤
の
利
用
な
ど
と
合
わ
せ

て
総
合
的
な
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１

２

生育旺盛で株張りのよい早生種 収穫・調製作業が容易 萎凋病(萎黄病)に
　強い　生育旺盛で株張りと株ぞろいにすぐ

れ、生育遅延が起こりやすい高温期や
生育が緩慢になる低温期でも安定して
生育します。葉はやや厚めで葉軸はし
っかりしており、高温期の腐敗やずる
け（袋詰め後の腐敗）の発生、低温期の
寒さ傷みに対しても強い品種です。
　また、葉色は色つやのよい濃緑色、
葉軸は白色でコントラストが鮮やかで、
見ばえのよい姿です。

　草姿は立性で小さな分けつの発生が少なく株
元のまとまりがよいため、隣の株との葉の絡み
が少なく収穫作業が容易です。特筆すべきは、
高温期に発生しやすい節間伸長（とり足、タコ
足）の発生が極めて少ないため、調製後の歩ど
まりも高く調製作業が抜群にはかどることです。
産地試作において、実際に調製作業を経験した
生産者から従来品種に比べ1 . 2～1 . 5倍ほどの
スピードで出荷ができたとの報告をいただきま
した。

　連作などの影響によ
り主力産地で問題とな
っている病害にフザリ
ウム菌による萎凋病が
あります。耐病性をも
つ本種なら、萎凋病が
発生しやすい夏場の栽
培に適した品種です。

品種特性

栽培ポイント

３

 主要ミズナ特性比較

品種名 早晩性 株
ぞろい 株張り 草姿 葉欠刻 葉色 葉柄の

太さ 作業性 節間
伸長 抽苔性 耐暑性 低温

伸長性
萎凋病※

耐病性
作型

春 夏 秋 冬
都むすめ 早 ◎ 立 中・中 濃緑 中 ◎ ◎ 中晩 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
京かなで 中早 ◎ ◎ 中立 浅・多 鮮緑 細 ◎ ◎ 晩 △ △ ー ◎ ○ ◎ △
京みぞれ 中早 ◎ ○ 立 中・多 鮮緑 細 ○ ○ 中 ○ △ ー ○ ○ ◎ △
京しぐれ 早 ○ ◎ 中 細・多 鮮緑 極細 ○ △ 中 △ ○ ー ○ △ ◎ ○

※フザリウム属が原因の「萎凋病」（アブラナ科では萎黄病と呼称）

て
総
合
的
な
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　「都むすめ」は耐暑性と低温伸長性ともに従来
の「京シリーズ」に比べてすぐれるため、７～９
月どり、12月～２月どりの基幹品種としておす
すめします。春どりや秋どりでも生育旺盛で作
りやすい品種ですが、生育スピードが早いため、
収穫遅れを心配される場合は、生育がじっくり
進み在圃性にすぐれる「京かなで」をご使用くだ
さい。「京しぐれ」は最も細軸でやわらかく食味
にすぐれる品種です。家庭菜園や直売所向けの
秋冬どりにおすすめします。

「都むすめ」と「京シリーズ」との
使い分け

←
耐暑性、低温伸長性に
すぐれる「都むすめ」。

←
細軸でやわらかく食味に
すぐれる「京しぐれ」。

↑収穫遅れを心配する場
合は、生育がじっくり
進む「京かなで」。
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